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税事業検討に関する報告書の構成案

H２８年　検討報告書 R３年　検討報告書（案）

1 検討の趣旨 1 循環資源利用促進税に関する検討にあたって

（１）はじめに

（２）循環税導入の経緯

2 循環資源利用促進事業の目的 2 循環税の現状

（１）役割

　 （２）課税の仕組み

（３）税収等の推移

（２）循環資源利用促進税事業の効果 （２）循環税事業の内容

（３）設備整備費補助事業による効果

3 本道経済及び産業廃棄物の状況 3 循環税導入前後の産業廃棄物に関する状況

（１）経済情勢の推移 （１）産業廃棄物の排出量等の推移

（２）本道の産業廃棄物に関する状況 （２）計画目標の達成状況

（３）産業廃棄物の不法投棄の状況

（４）排出事業者等の意識調査について

（５）事業効果の評価

5 循環型社会形成へ向けての課題等 5 循環税をめぐる課題

（１）リサイクルの推進に向けた課題 （１）環境政策をめぐる動き

4 循環資源利用促進税事業の実施状況とその効果 4 循環税事業の実績及び施策効果

（１）循環資源利用促進税事業の実施状況 （１）過去５年間の循環税の活用状況

（２）事業者の抱える課題 （２）リサイクル等の推進

（３）事業者の支援策に対するニーズ （３）先進技術の活用

（４）環境政策をめぐる動き （４）人材確保・育成

6 循環資源利用促進事業の今後のあり方 6 まとめ

（１）北海道循環型社会形成推進基本計画の推進

（２）事業社の施策ニーズや社会情勢などを踏まえた取組の充実

（３）今後の方向

（５）不法投棄

（６）循環税制度の周知

●循環税における「納税義務者」

「税率」等の概要説明を追記

●課税フロー等を図示

●近年の社会情勢の変化や支援

ニーズ、懇話会委員からの課題提

言等を記載

結
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起
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（各項目の記載ポイント・構成等）
起

転
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結

●税事業の方向性（導入効果の

総括）、税活用事業の方向性

（事業実績、事業者ニーズ等の

総括）、について記載

●５年毎（目処）の再検討につ

いて記載

承

転

●税事業内容や、事業効果の評価

について記述

●排出量等のデータについて記述


